
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１0日（火）、本校の伝統と文化そしてお宝である米崎「緑の

少年団」結団式が行われました。緑の少年団は、「次代を担う 

子ども達が、緑と親しみ、緑を愛し、緑を守り育てる活動を通じて、

ふるさとを愛し、人を愛する心豊かな人間に育っていくこと」を目的

としています。米崎「緑の少年団」は、平成２９年度に結成され、 

今年で９年目になります。これまで令和５年度全国植樹祭に参加し

たり、毎年岩手県緑の少年団大会に参加したり、高田松原の松の

下草取りをしたり、桜ラインの植樹を行ったりしてきました。緑は米崎小学校のスクールカラーと一緒 

です。これからも緑を守る活動を大切に、力を合わせて活動を行っていきます。 

結団式の最後に、児童会執行部が中心となり緑の少年団の活動の確認をしました。以下がみんなで

声を合わせて繰り返し言った「緑の少年団の活動内容」です。 

１． 「牛乳パックのリサイクルをして、森の木々を守ろう。」 

２．「花だんや畑で植物を育て、緑に親しもう。」 

３．「校庭の樹木や身近な樹木を大切にしよう。」 

４．「授業を通して、ＳＤＧｓや環境を守る学習を深めよう。」 

 

 

東北大学が数年前に高校生を調査し「スマホを２時間以上する生徒は２時

間以上学習しても成績が落ちる」ことを証明しました。たった30分の学習時

間でも、スマホを使用しない生徒の方が２時間も学習した生徒よりも成績が

良かったのです。この結果は、日本の教育界に大きな衝撃を与えました。 

長時間のスマホやゲームは、私たちの想像以上に脳にダメージを与えます。 

 本市でも、「スマートフォン・タブレット・ゲーム等の通信機器を、夜の９時に

は居間（リビング）の決められた場所に置き、使用しません。」という「リ九高ル

ール」があります。６月２３日からの６月２７日まではセーブメディアディ期間（

セーブメディア学習）です。もう一度ご家庭でメディアの使い方を見直していただき、この期間の「めあ

て」を決め、メディアを消して家庭学習する取り組みをお願いします。 

 

回覧 陸前高田市教育委員会 学校教育課 ℡５４－２１１１（内線５２２） 

令和７年度 陸前高田市立米崎小学校 校報        創立 151周年 

 

 

 
 

校長 佐々木伸一 
R7.6.16 № ６ 

【学校教育目標】 

「心豊かに健康で 

  たくましく生きる 

    子どもの育成」 

セーブメディアディ学習カードへの「おうちの方からひとこと」お願いします！親子読書もお願いします！ 

 



 

 

 

 

６月５日（木）、６日（金）の２日間、５年生が 

宿泊体験学習に行ってきました。場所は広田の 

岩手県立野外活動センター「ひろたハマライン 

パーク」。１日目は「野外炊事」で始まりました。 

協力して火を起こして作った、ご飯やカレーは、 

どの班も最高の美味しさでした。その後は 

「ウォークラリー」で楽しみました。夜の「キャンプ 

ファイヤー」では、特に成長した５年生の力を 

感じました。「キャンプファイヤー」の企画力 

すごかったです。各グループの出し物、みんな 

で踊ったフォークダンスで大いに盛り上がりま 

した。２日目は「いかだ体験」「ジェルキャンドル 

作り」に挑戦。いかだ体験では、自分たちで大きなタイヤチューブや竹を組み合わせて作ったいかだに

乗り込み、力を合わせてオールを漕ぎながら、海上で気持ちよく活動することができました。 

２日間の活動をとおして、さらに友達の良さを発見し、仲間と心を一つに力を合わせることの大切さ

を体感し、成長した５年生。当たり前の日常が保護者の方々をはじめたくさんの方々の支えで成り立っ

ていることを感じ、感謝の気持ちが増した５年生。たくさんの思い出ができた子どもたちの顔は満足感

でいっぱいでした。 
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６月１３日（金）に、山田市雄教育長先生を

はじめ、４人の教育委員先生、５人の教育委員

会の方々が学校訪問で本校にいらっしゃいまし

た。本校の現状を見ていただきました。日頃か

らのご指導ご支援に感謝申し上げます。さらに

「チーム米崎小」で児童、教職員、保護者、地

域の方々と力を合わせて頑張ります！ 

 
 


